
ごあいさつ 
桜の蕾も膨らみ始め、春の装いを感じられる季節になって参りました。皆様方におかれましては、

ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 
昨年の 4月 26日に、皆様方のご支援により市政にお送り頂いてから早一年が経過しようと致して
おります。ようやく議員活動を一通り経験し、これからはさらにステップアップ出来るように、気

持ち新たに春の訪れと共に精進して参る所存です。 
 
 
 
 
 
平成 20 年度に私立幼稚園へ入園する新入園児を対象に、園児 1 人につき入園の際に 1 回限り

20,000円の補助金を交付する事業を新設致しました。 
この制度は、八王子私立幼稚園協会が 10年に渡り市に要望し、かつ保育所を新設するのではなく、
幼稚園などの既存の施設を有効利用し、予算を増やすことなく待機児童解消を目指す取り組みとし

て提案致しました。 
私が昨年の一般質問において、幼児教育の充実を訴えると共に、既存の施設である幼稚園と保育

園を連携させ、待機児童解消への策として、幼稚園への入園を簡易に出来るようにこの制度を新設

致しました。 
 
○ 第 1回市議会定例会議 予算等特別審査委員会にて医療・地域・教育について質問 
予算委員会では、小児救急医療体制、高尾駅前の案内表示の統一について質疑を行いました。 

Q1、都立八王子の移転問題が言われている中、小児医療体制をどのように考えているのか 
⇒A、かかりつけ医の普及を行い、府中の総合病院から医師の派遣がされる体制を構築して行く 

Q2、高尾の案内表示板の文字種が統一されていない 
⇒A、今年度に検討を行い、本年度中に見直しをすると共に修正を行っていく 

 
○ 第 1回市議会定例会議 一般質問にて八王子駅北口の回遊性向上、ごみ減量問題に提言 
昨年の第 2回定例会議、第 3回定例会議、第 4回定例会議に続いて、一般質問を行いました。 
今回は提案型の質問を行い、八王子駅北口駅前広場の活用、ごみ減量への取り組みについて質問

致しました。 
Q1、北口の空中回廊をスクェアと接続するなどハード面の抜本的改築及び、地下広場を明るくする
と共にイベント開催やそごうのデパ地下への接続などの有効利用について提案 
⇒A、利便性の向上を目指した検討を早急に行い、その結果を受けた改善の取り組みを進めて頂   
くこととなった 

Q2、生ごみを出さない「エコクッキング」の普及啓発や携帯電話へのごみ捨て日通知サービスの実
施を提案 
⇒A、新しい試みを積極的に取り入れ、さらにごみ減量が進むよう取り組んで頂くことなった 
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幼児教育充実への第一歩、一般質問により実現 

「私立幼稚園入園料保護者負担軽減金」 
平成 20 年度の新入園児より交付開始へ！ 
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今後の活動予定 
 5月 3日～5日 長房端午祭り（長房市民ｾﾝﾀｰ） 

6月 2日 第 2回市議会定例会議告知日 
随時、西八王子駅にて活動報告（朝 7時～8時）を
行うと共に、地域での報告会を開催致します。 
＊予定により、急遽変更する時もあります 

1月 20日～27日 八王子市長選挙にて 
2名の市長候補による戦いの結果、前回より 8,807票
の獲得をし、84,877票にて黒須市長が三期目の当選

を果たしました。  
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長房団地内歩道整備 
以前の歩道では狭く、また車椅子や自転車が通行するには電柱が邪魔するなどの問題が多かった為、現在

歩道の整備を行っております。今後、長房小学校前など順次整備が進むよう働きかけて行きます。 
 

3月 8日 北西部幹線道路一工区開通式にて 
八王子西 ICから抜ける北西部幹線道路の一工区がようやく完
成し、開通式が行われました。今後、第二、第三と北西部幹

線道路の完成を目指しますが、道路特定財源の減収などによ

り、工事期間が延長又は凍結することが懸念されております。

国政の動きが本市にも直接影響することが多くある為、より

皆様に正確な情報を伝えられるよう精進して参ります。 
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